
　 新聞に『阪神・淡路に学ぶ災前
   ・　 ・

の策』として、被害にあった人の話が

掲載されていました。

　☆犠牲者の88％が家屋倒壊や家具転倒などによる圧迫死。

　☆生き埋めになった人を救助したのは98％が家族や隣人。

改めて、自分の身を守るため、出来る対策はやっておこう、

人とのつながりを大切にしようと思いました。

また、情報を得ることって必要ですよね。

　 は、この応援団だよりや、辛口議会だより

でもお知らせします。読んで下さいね。

みなさんからのお話も聞かせて下さい。

西尾のこと、一緒に考えていきましょう。

美味しいお店、ステキなところなんて情報も歓迎です。(笑)　　　　　　

杉田美雪

　 第17回バザー（昨年11月）では、 円の売上となりました。

ご協力に感謝し、応援団の活動に有効に使わせていただきます。

本年もどうぞ宜しくお願いいたします。

  のりこホームページ　

　http://www.noriko.to/

　ホットな情報を更新中。　質問メールも歓迎！
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　のりこ、市民病院に３つの提言！

＜診療パスをもっと＞

　 診療パスとは、主治医を、市民病院の医師と「かかりつけ医」の２人にする制度。

手術が必要だったり、病状が重い時は市民病院。

退院したら、かかりつけ医にバトンタッチすることが勧められていますが、

双方で診ましょうというもので、実は、脳血管障害など一部では、すでに行われているのです。

　ごぞんじのように、市民病院は医師不足。他の疾患でも、もっと、

かかりつけ医の先生方に治療に参加してもらうっていうのはどうでしょうか。

＜口腔
コウクウ

ケアをすすめよう＞

　 誤嚥性肺炎
ゴエンセイハイエン

…お年寄りに多く、死亡原因としてもしばしば耳にしますが、

これを効果的に防ぐのが「口腔ケア」。入れ歯治療も含め、いわゆる「口の中を

キレイにする作業」で、これによって全身状態がよくなると言われています。

先進病院では、すべての入院患者に行い、平均入院日数が短くなるほどの効果を上げているといいます。

　市民病院には歯科がないため、歯科医師会の協力で一部の高齢者には行われているようですが、

もっと市民病院全体で取り組んで欲しいもの。

自分の口で、しっかりモノを食べると脳も活発化するそうです。何よりの元気のもとですよ！！　

＜産後ケアを始めよう＞

　 産婦人科はなかなか再開できませんが、市民病院には助産師さんがいます。

せっかく改装した産科の病室を活かし、助産師さんたちで、産後うつに悩んだり、

体調が戻ってない新米ママさんを応援する「産後ケア」を始められないでしょうか。

医師がいないと難しい…との返事でしたが、上記の診療パスのように、

市内の産婦人科の先生方に応援していただく工夫ができないかしら。

　12月17日､一色産廃跡地問題､第1回“地域会議”開催

　非公開が結局「公開」で行われることになり、のりことしては一安心。

会長は、稲垣さん（元県副知事～市長の推薦）、副会長は黒田さん（漁協組合長）、

ほか19名で構成。市から、これまでの跡地問題について説明がありました。

また、一色町内会の3名の委員からは、口々に、「まず、現場の地下水などの調査が必要ではないか」

「内容がよく分らないので、地元では不安が募っている」などの意見が出ました。

　この問題、新聞では、平成25年9月、１面トップでセンセーショナルに報道されましたが、

その後、市民には、まったく説明がないままなのです。

市長が、あんなに騒いできたのにオカシいでしょ。

　議会が「新たな処分場建設反対の決議」をしたので、もう済んだと

思っている市民も多いようですが、まだまだ。むしろ、これからなのです。

　一色町だけでなく、市全体に関わる問題。市長には、正しい情報を

正しく市民に伝える義務があります。地域会議がそのきっかけになるとよいのですが…。

どなたでも傍聴できます。どうぞお出かけ下さい。

～～次回は、2月18日（現地視察中心の予定…詳しくは、環境保全課34-8111）
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　253万円の節約のために5,000万円も使う不思議！？

　市税など、ずーっと必要な都度お知らせして納めてもらう方式を、市はとってきました。

税金や介護保険料などの請求は年に何回か、納付書が郵送されていますよね。

市長は、これを年１回に、まとめて郵送したいと言い出しました。

郵送費が節約できる、というのが理由です。

　年1回だけとなると、市民の皆さんに、全部、納付時期を管理していただくことになります。

これって、サービスの低下じゃありませんか！？

　また大変な費用が、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのシステム変更にもかかります。

　　税など納付の種類　　　　　　節約できる郵送費　　　　　　　システム変更費用

　　①市県民税　　　　　　　　　　　 100万円 　①② 併せて

　　②固定資産税・都市計画税 100万円 2,000万円

　　③介護保険料 33万円 1,500万円

　　④後期高齢者医療保険料 20万円 1,500万円

　　計 253万円 5,000万円

　間違ったり忘れたりの混乱、紛失…督促状を送る郵送料で、節約分なんて吹っ飛んじゃいそう！

それよりも、口座振替を増やすとか、別の努力の方がいいんじゃありませんか！！

（ちなみに、国民健康保険料は25年から年1回送付に変更。他では減っている督促が14％も増加してます）

　「子宮
　　　シキュウケイ

頸がんワクチン」問題、追跡調査を要求しました！

　子宮頸がん予防のワクチン接種が、公費で行われるようになって2年余になります。

対象は、小6から中3までの女の子。

ところが、｢副反応被害｣が多く出ているのです。

これまでに全国で約340万人が接種していますが、2,320人もの少女

たちに副反応。538人に死亡1を含む自立神経障害、記憶障害、失明

など重度の障害が出ていることが判りました（厚労省/25年9月）

　発生率は、日本脳炎やポリオなどと比べても格段の多さ。

愛知県内でも26例が報告され、西尾でも例があります。

　問題なのは、接種後、すぐ症状が出る時もあれば、8ヶ月以上も後になってから出る場合もあること。

そのため、ワクチンが原因だとわからないで苦しんでいるというケースも多いそうです。

西尾でも4,400人余が接種しているため、急いで追跡調査し、被害の有無の確認・支援を求めました。

回答：来年（平成27年）、調査します。　　　 ←・・・とりあえず前進に！！

◎ 窓口は保健センター　　　　　　　　　　←・・・サポートもしっかり頼みますよ！

†名古屋市では、その年代の女の子たち全員を対象に調査を実施との報道。

因果関係の究明にも役立てるそうです。(中日新聞27年1月22日)
†市の新たな情報はその都度お知らせします。
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に、 さん

 　『女性展望』は、市川房枝記念会・女性と政治センターが発行する

情報誌。「統一地方選特集～女性議員をどう増やすか」が、５ページに

わたって掲載されました。

　 同誌は、世界女性国会議員比率ランキングの掲載でも有名ですが、

日本は186カ国のうち、衆議院162位・参議院48位と相変わらず、最低の

ランクです。今年も１位はルワンダで64％。このところ、北欧よりもアフリカ

の国々が上位です。　　　 bｙ のりこ

　　　　平成27年度総会を下記の通り行います。どうぞお出かけ下さい。

　　　　�  日時　　平成２７年３月２８日（土）13時半～
　　　　�  場所  　 尚古荘（錦城町　歴史公園内）

　　　(総会は～14時〆）

　　　　✓１年間の活動を振り返り、議会の最新情報や今後の課題について報告します。

　　　　✓皆さんからのご意見もたくさん戴きたいと思います。ぜひお友達を誘って参加して下さい。

　　　（総会〆後～）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　✓「大規模地震発生時、消防はどう動くのか・・・」市のご担当に聴く会を持ちます。

以上

日付 曜 会議名 議題 備考
2月26日 木 本会議 市政方針演説
2月27日 金 　〃 市政方針演説への質問
3月2日 月 　〃 一般質問 のりこさん登壇予定
　   3日 火 　〃 　〃
　   4日 水 　〃 　〃
 　  9日 月 　〃 議案上程
    11日 水 厚生委員会 議案と27年予算の審議
   12日 木 文教委員会 　〃
   13日 金 経済建設委員会 　〃
  16日 月 企画総務委員会 　〃
　24日 火 最終本会議 採決

の

　お知らせのページ

の

登壇日時の決定は

２月２３日以降です。

詳しくは議会事務局

（６５－２１８２）へ

✓応援団へのカンパ大歓迎・・鈴木のりこ応援団 〒振替口座００８７０－１１１７２０２

応援団だより発行の資金になります。どうぞよろしく。

✓のりこホームページ・・ホットな情報を更新中。こちらへもお出かけを！！

http://www.noriko.to/ 質問メールも歓迎です！
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